
船舶事故調査報告書 

令和６年１１月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年４月３日 ０３時２９分ごろ 

発生場所 岡山県倉敷
くらしき

市水島
みずしま

港 

水島港西１号防波堤灯台から真方位１１７°１７０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２８.１′ 東経１３３°４４.１′） 

事故の概要  貨物船第２いずみ丸は、西進中、また、引船第十二神
しん

峯山
ぽうざん

丸は、台

船神
しん

峯
ぽう

７号を横抱きにして北北西進中、第２いずみ丸と神峯７号とが

衝突した。 

事故調査の経過 令和６年４月２６日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 第２いずみ丸、４９９トン 

１４２６６５、泉海運株式会社（Ａ社） 

Ｂ 引船 第十二神峯山丸 、１９トン 

２７３－１０１５３広島、有限会社山上汽船（Ｂ社） 

Ｃ 台船 神峯７号、総トン数なし（全長４２ｍ） 

   なし、Ｂ社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、三級（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型 

  甲板員Ｂ₁、操縦免許 なし 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷中央部外板に擦過傷 

Ｂ なし 

Ｃ 右舷船首部外板に凹損 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 東北東、風速 約１m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏 潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか４人が乗り組み、船長Ａが単独で船橋当直につ

き、１海里（Ｍ）レンジに設定したレーダー及びＧＰＳプロッターを

作動させ、法定灯火を表示して高梁
たかはし

川の泊地に向けて約１０ノット

（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で、手動操舵により南南東進

していた。 

船長Ａは、右舷船首方にＢ船及びＣ船のレーダー映像を認め、針路

を西方に向けた後、左舷対左舷で通過しようと思った。 

船長Ａは、速力を約６kn に減速しながら西進中、双眼鏡で前方を確

認したところ、船首方約１,０００ｍに、いずれも法定灯火を表示し

たＢ船がＣ船を横抱きにしてえい
．．

航（以下「Ｂ船引船列」という。）

中であることを認めたので、Ｂ船の意図を確かめようとＶＨＦ無線電



話（以下「ＶＨＦ」という。）でＢ船を呼び出したが、応答がなかっ

た。 

船長Ａは、Ｂ船引船列が針路を保持したまま、減速又は停止を繰り

返しているように見え、Ｂ船引船列がＡ船に気が付いていないような

ので、Ｂ船の操舵室付近に向けて探照灯を照射して注意喚起を行っ

た。 

船長Ａは、Ｂ船はＡ船の存在に気付いていると思い、同じ針路で航

行していたところ、Ｂ船引船列が低速力でＡ船の前路に向かって接近

してきたので、右舵を取ったものの、Ａ船の左舷中央部とＣ船の右舷

船首部とが衝突した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ Ａ船とＣ船の衝突時の状況（イメージ） 

 

船長Ａは、ＶＨＦで海上保安庁及び水島ポートラジオに本事故発生

の通報を行った。 

Ａ船は、自力で航行して高梁川の泊地に向かった。 

Ｂ船は、船長Ｂ及び甲板員Ｂ₁ほか１人（以下「甲板員Ｂ₂」とい

う。）が乗り組み、船長Ｂが操舵スタンドの前に立って操船に当た

り、０.５Ｍレンジに設定したレーダー及びＧＰＳプロッターを作動

させ、Ｂ船の船尾部から繰り出したえい
．．

航索によってＣ船をえい
．．

航

し、玉島９号泊地に向けて東南東進していた。 

甲板員Ｂ₁は、Ｃ船の横抱き作業を開始するに当たり、船長Ｂと操

船を交替し、その後Ｂ船の船首を北北西方に向けて主機を中立運転と

した。 

船長Ｂ及び甲板員Ｂ₂は、Ｂ船の甲板上に出て、Ｃ船の横抱き作業

を開始し、Ｃ船をＢ船の右舷側に固縛した後、操舵室に戻った。 

Ｂ船引船列は、引き続き甲板員Ｂ₁が操船に当たり、船長Ｂ及び甲

板員Ｂ₂は、操舵室後部で作業を行い、約０.６kn の速力で北北西進

中、甲板員Ｂ₁が右舷船首方至近にＡ船を認め、主機を後進運転とし

たものの、Ｃ船とＡ船とが衝突した。 

北西進中 

右転中 



Ｂ船引船列は、自力で航行して玉島９号泊地に向かった。 

船長Ａは、汽笛を使用して音響信号による注意喚起を行っていれば

良かったと本事故後に思った。 

船長Ｂ及び甲板員Ｂ₁は、Ｃ船の横抱き作業を始める前にレーダー

で周囲を確認した際、周囲に船舶を認めなかった。 

Ｂ船の乗組員は、Ｃ船の横抱き作業中、同作業に意識が向いてお

り、また、同作業が終了した後も周囲を確認しなかったので、右舷方

から接近してくるＡ船に気付かなかったと本事故後に思った。 

Ｂ社取締役は、甲板員Ｂ₁がＢ社に入社して２年が経過し、横抱き

作業にも慣れてきた頃なので、引船の船長として乗船できるように教

育を行うよう船長Ｂに指示していた。 

船長Ｂは、甲板員Ｂ₁が小型船舶操縦免許の取得を目指しており、

Ｂ社取締役からの指示もあり、令和６年３月ごろから横抱き、離岸及

び着岸作業中の操船をさせていた。 

船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則（昭和２６年運輸省令第９

１号）では、海上交通安全法法（昭和４７年法律第１１５号）に基づ

く航路（港則法（昭和２３年法律第１７４号）に基づく港内）を航行

するときは、小型船舶操縦者は自己操縦*1を行わなければならない旨

が定められている。 

Ｂ船には、ＶＨＦが備えられていなかった。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

分析 Ａ船は、西進中、船長Ａが、Ｂ船はＡ船の存在に気付いていると思

い、衝突を避ける措置を採らなかったことから、Ｂ船引船列のＣ船と

衝突したものと考えられる。 

船長Ａは、Ｂ船引船列が針路を保持したまま、減速又は停止を繰り

返しているように見えた際、Ｂ船の操舵室付近に向けて探照灯の照射

による注意喚起を行ったことから、Ｂ船はＡ船の存在に気付いている

と思ったものと考えられる。 

船長Ａは、Ａ船の船首方約１,０００ｍにＢ船引船列を認めた際、

Ｂ船の意図を確かめようとして、ＶＨＦでＢ船を呼び出したものの、

応答がなかったことから、続いてＢ船の操舵室付近に向けて探照灯の

照射による注意喚起を行ったものと考えられる。 

Ｂ船引船列は、北北西進中、甲板員Ｂ₁が、周囲の見張りを適切に

行わなかったことから、右舷方から接近してくるＡ船に気付かず、Ａ

船と衝突したものと考えられる。 

船長Ｂ及び甲板員Ｂ₁は、Ｃ船の横抱き作業が行われている中、同

作業に意識が向いており、また、同作業が終了した後も周囲を確認し

なかったことから、右舷方から接近してくるＡ船に気付かなかったも

 
*1 「自己操縦」とは、小型船舶操縦免許証を受有する者自らが操縦することをいう。 



のと考えられる。 

船長Ｂ及び甲板員Ｂ₁は、Ｃ船の横抱き作業を始める前に０.５Ｍレ

ンジに設定したレーダーで周囲を確認した際、Ａ船との距離が０.５

Ｍ以上離れていたことから、Ａ船を認めなかった可能性があると考え

られる。 

船長Ｂは、甲板員Ｂ₁が小型船舶操縦免許の取得を目指しており、

Ｂ社取締役からの指示もあったことから、横抱き、離岸及び着岸作業

中の操船をさせていたものと考えられるが、船長Ｂが自ら操縦しなけ

ればならなかった。 

原因 本事故は、夜間、水島港において、Ａ船が、西進中、Ｂ船引船列が

北北西進中、船長Ａが、Ｂ船はＡ船の存在に気付いていると思い、衝

突を避ける措置を採らなかったため、また、甲板員Ｂ₁が、周囲の見

張りを適切に行わなかったため、右舷方から接近してくるＡ船に気付

かず、Ａ船とＣ船とが衝突したものと考えられる。 

再発防止策 Ａ社は、本事故後、再発防止策として、自社管理の各船乗組員に対

して訪船し、次のとおり注意喚起を行った。 

・常時、適切な見張りを行うこと。 

・船舶間のコミュニケーションをとること。 

・安全な速力を維持すること。 

・他船と接近しそうになったら、ＶＨＦ、汽笛、サーチライト等有

効な手段全てを活用すること。 

・早めに余裕を持って減速、停止すること。 

Ｂ社は、本事故後、再発防止策として、次のとおり乗組員に対して

指導を行った。 

・航路に近い場所では横抱き作業を行わないこと。 

・横抱き作業を行う場合であっても、周囲の見張りを適切に行うこ

と。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、操船意図が不明な船舶などに対して注意喚起信号を行う

場合、探照灯の照射のみでは気付かないことがあるので、汽笛に

よる音響信号を併せて行うとともに早めに衝突を避ける措置を採

ること。 

・小型船舶の船長は、常時、周囲の見張りを適切に行うこと。 

・小型船舶の船長は、港内においては無資格者に操船をさせないこ

と。 



付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（令和６年４月３日 

 ０３時２９分ごろ発生） 

水島港西１号防波堤灯台 

Ａ船 

Ｂ船がＣ船を横抱きにした場所 

玉島９号泊地 


